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【公開番号】特開2006-195451(P2006-195451A)
【公開日】平成18年7月27日(2006.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2006-029
【出願番号】特願2005-361703(P2005-361703)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３１４　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月3日(2008.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体上の表面に接触して該表面をクリーニングする少なくとも２種類の異なる太さ
の毛体から成り、前記毛体の長さが、細い毛体の方が太い毛体のそれよりも長いことを特
徴とするクリーニングブラシ。
【請求項２】
　前記各毛体の見掛けヤング率をＹ（ｃＮ／ｄｔｅｘ）、太さをｄ（ｄｔｅｘ）としたと
き、前記毛体はＹ×ｄ／１００≧１．１５（Ｎ）を満たすことを特徴とする請求項１記載
のクリーニングブラシ。
【請求項３】
　前記少なくとも２種類の異なる太さの毛体を、太さが３Ｄ以下のものと、太さが６Ｄ以
上のものとで構成したことを特徴とする請求項１又は２記載のクリーニングブラシ。
【請求項４】
　前記各毛体は回転軸に対して螺旋状に形成されていることを特徴とする請求項１～３の
何れかに記載のクリーニングブラシ。
【請求項５】
　像担持体と、前記像担持体上の表面に接触して像担持体上に残留する転写残トナーをク
リーニングするクリーニングブラシを備えた画像形成装置において、
　前記クリーニングブラシは少なくとも２種類の異なる太さの毛体を有し、ビッカース四
角錐ダイヤモンド圧子を用いて試験した時、荷重６ｍＮで押し込んだ時の前記像担持体の
ユニバーサル硬さ値（ＨＵ）が１５０Ｎ／ｍｍ２以上であることを特徴とする画像形成装
置。
【請求項６】
　前記像担持体は、その表面粗さＲｚが０．３μｍｍ以上となるように粗面化処理が施さ
れていることを特徴とする請求項５記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３６】
　ここで、本発明の毛体の変形のし易さとして毛体の見掛けヤング率に毛体の断面積（太
さ）を乗じた値（「変形抵抗率ρ」と称す）として示す。本発明の毛体は、該毛体の見掛
けヤング率Ｙ（ｃＮ／ｄｔｅｘ）×毛体の太さｄ（ｄｔｅｘ）／１００≧１．１５Ｎの関
係を満たすものとする。但し、以下の関係を満たすものである。１デニール（Ｄ）は、長
さ９０００ｍで重さが１ｇある糸の太さである。ここで、１デニールは１デシテック（ｄ
ｔｅｘ）とはほぼ等しい関係にあり、本発明は１デニール＝１デシテック（ｄｔｅｘ）と
する。尚、毛体の太さであるが、ブラシローラ全体としては大きく太さは変わらないが、
１０本任意に抽出したときの平均値である。
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